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（編集担当） 梶塚 春華、川崎 長門

皆様応援よろしくお願いします。
日大馬術部 ブログ
『むっちぃ』をご存じですか?
大人気「むっちぃ」は日々更新中。六会の楽しい
出来事がわかりますよ。ぜひご覧になって下さい！

試合動画配信中！
facebook はじめました！

合宿所・馬場

 1月
14日
六会ホースショー
（日本大学馬術部合宿所）

 2月
11日～12日
第32回スクーリングジャンプ＆ドレッサージュ
パートⅠ
（JRA馬事公苑）
22日～23日
2月ホーストライアル
（JRA馬事公苑）

 3月
3日～4日
第４３回関東学生馬術新人戦 ・ OB戦
（JRA馬事公苑）
未定
第55回三獣医馬術大会
（東京競馬場）
１０日～１１日
第32回スクーリングジャンプ＆ドレッサージュ
パートⅡ
（JRA馬事公苑）
17日～18日
3月ホーストライアル
（JRA馬事公苑）
23日～25日
第65回関東学生春季馬術大会パートⅠ
日立明馬術競技大会
（JRA馬事公苑）
25日
卒業式

 4月
7日～8日
JRA馬場馬術大会
（JRA馬事公苑）
8日
入学式
13日～15日
第４９回関東学生春季大会パートⅡ
東都学生馬術競技大会
（JRA馬事公苑）
25日～26日
4月ホーストライアル
（JRA馬事公苑）

 5月
3日～4日
JRAホースショー
（JRA馬事公苑）
19日～20日
第65回都民体育大会・第39回東京都馬術大会
（JRA馬事公苑）
25日～27日
第33回全日本ヤング総合馬術大会
（JRA馬事公苑）

 6月
未定
第82回関東学生馬術争覇戦
（JRA馬事公苑）
21日～24日
第４7回関東学生馬術三大大会
（JRA馬事公苑）

平成24年前期行事予定

〒252-0813
神奈川県藤沢市亀井野840
TEL:0466-81-0288
FAX:0466-81-8885
e-mail
nuet@msj.biglobe.ne.jp
web
http://www.nu-equestrian.com
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　今年度の全日本学生三大馬術大会，三木ホースランド

パークでの初の全日本学生開催とアウェーの地に不安もあ

りましたが，夏からの合宿や競技会等で馴致をこなしてお

り，関東のチャンピオンとして勝負出来る状態は整ったと，

心のどこかで自信を持っていたのは事実です。と同時に嫌

な予感の部分も頭から消えなかったのです。それは言葉以

上のものがありました。

　まず２回走行においては，結果としては団体２位，個人

では，伊藤と桜珀が２位，上原と桜飛が４位入賞でした。１

走行目から１落差か，タイム差か，一進一退のせめぎ合い，

関大とどちらのプライドが上にいくのか，そんな緊張感の

中での戦いでした。馬の体調面の厳しさもありましたが，

良く４年生がチームを牽引し，良い走行をしてくれました，

結果は今の実力がそのまま出たと思います。馬場は自由演

技で天谷と桜檎が逆転で個人優勝，上原と桜絆も６人抜い

て４位と，今年に入り，馬場の練習を一つ一つこなしてきた

成果が大きく表れたように思えました。最後の総合は問題

なく・・と思いたかったですが，最終日にまさかがあり，小

野と桜勝に続いて梅田と桜蓬までもが失権と，この時点で

団体が組めない状況となり，私の悪い予感の的中は本物と

なってしまいました。個人出場の伊藤が出場人馬唯一のタ

イムインで減点０，上原もタイム減点のみの走行で奮起，

踏みとどまれるかと思いきや，鳥谷部と桜羅までもが人馬

転で失権と，予想も出来なかった状況となりました。最終

の余力では伊藤と桜隼，上原と桜鶴の優勝を掛けた勝負は

お互いの力を見せつけ個人はワンツーフィニッシュとなり，

日大の強さを見せることは出来たと思います。総合の団体

は５位，三種目総合団体は悲願である１８年ぶりとなる優

勝を果たしました。それぞれが様々な想いを抱え一つの結

果を出したように見えましたが，しかし、内容を振り返れば

誰もが喜べない，満足のいくものではありません。それを

出場した選手達とそれを見ていた部員全員が一番実感し

ている事だろうと思いますが，その結果は私の責任です。

私は，全日本学生が終わった瞬間から勝利の余韻に浸る暇

もなく，すでに来年を見据えていました。主力であった４年

生が抜けた穴を埋められる者が果たしているのか，更にレ

ギュラー馬達の高齢化も進んでおり，その采配に頭を悩ま

せる所でもあります。とはいえこの輝かしい結果は、２年か

らレギュラーとして期待をかけている高樽を中心とする次

の世代の学生たちに勇気を与え，奮起させる事になったの

ではないでしょうか。

　悲願の三種目総合団体優勝を果たし，世代交代をする

今，我々はもう一度原点に戻り，勝利に驕る事無く自分自

身を見つめ直す時なのではないでしょうか。

　そして追われる立場という自覚を持ち，来年の競技会

シーズンに目を向けて行きたいと思っておりますので，皆

様，来年も応援の程よろしくお願い致します。

　今年の全日本学生馬術三大大会は、兵庫県三木市三木

ホースランドパークで行われた。本学は馬場個人、総合個人

を勝ち取り、18 年ぶりに全日本学生馬術三大大会三種目総

合優勝を成し遂げた。これに至るまでには数々のドラマが

あった。

　「今年こそは完全優勝を果たす！」という主将伊藤の掛け

声とともに、我々の戦いの火ぶたが切って落とされた。

　全日本学生馬術三大大会はその名のとおり学生賞典障害

飛越競技、学生賞典馬場馬術競技、学生賞典総合馬術競技

の三種目によって全国の学生馬術部が全力で望む試合であ

る。今回の全日本学生は11月2日～3日に学生賞典障害飛

越競技、4日～5日に学生賞典馬場馬術競技そして5日～6

日にかけて学生賞典総合馬術競技、計 5 日間かけて行われ

た。今回の試合での鍵男（キーマン）となるのが 4 年の主将

伊藤と上原だ、この二人は唯一三種目全ての競技に出場し

た。1種目目の学生賞典障害飛越競技には主将伊藤と桜珀を

先頭に2年柿澤と桜陣、3年高樽と桜春、4年鳥谷部と桜俊、

そして４年上原と桜飛の5人馬でチームを結成した。初日1

走行目の団体成績は減点8。2日目の2走行目では、3位に

付いていた関西大学が怒涛の追い上げを見せた。その結果、

２日目の団体総減点は20 点となり、団体成績 2位という結

果で最初の競技を終えた。

　大会 3 日目の学生賞典馬場馬術競技は、上原と桜絆を先

頭に 3 年川崎と桜士、主将伊藤とインテレット、そして４年

天谷と桜檎の4人馬でチームを結成した。この競技において

は１日目の規定演技上位10名が決勝戦の自由演技に進む事

ができる。その結果、天谷と桜檎が 2位、続いて上原と桜絆

が9位となり決勝戦進出へ駒を進めた。2日目の決勝戦では

激戦の末、天谷と桜檎が優勝、続いて上原と桜絆が４位と

なり、本学は9年ぶりに個人優勝を果たした。

　最終競技となる学生賞典総合馬術競技は、三種目の中で

日本大学馬術部が最も力を注いでいる競技である。４年小

野と桜勝を先頭に主将伊藤と桜隼、梅田と桜蓬、上原と桜鶴、

そして鳥谷部と桜羅の５人馬で最終競技に望んだ。１日目の

調教審査では、上原と桜鶴が最高点率 66.15％を出してトッ

プに立ち、続いて伊藤と桜隼が 2 位に入り２日目を向かえる

こととなった。「このままいけば勝てる！」誰もが思ったであ

ろう。大会６日目の最終日、そこでは誰もが予想もしていな

い出来事が起きた。耐久審査で小野と桜勝、梅田と桜蓬が

失権、そして鳥谷部と桜羅までもがまさかの人馬転により、

計3人馬の失権となってしまった。伊藤と桜隼が唯一タイム

インを果たすものの、上原と桜鶴は惜しくもタイムオーバー

により減点 6 となってしまった。この時点で伊藤と桜隼、上

原と桜鶴に我々の三種目総合優勝の運命がかかった。ここま

での総合順位が伊藤と桜隼が１位、続いて２位に上原と桜

鶴、その差は2.2点。最終の余力審査が始まった。伊藤と桜隼、

上原と桜鶴のどちらの人馬が勝ってもおかしくなかった。伊

藤と桜隼が１落下減点 4 を出してしまうと上原と桜鶴の優

勝、伊藤と桜隼が減点０なら伊藤と桜隼の優勝となる。最後

の余力審査の末、優勝を果たしたのは上原と桜鶴だった。伊

藤と桜隼は惜しくも1落下減点4、個人成績２位となった。「い

つもと違う環境での試合がこんなにも過酷なものなのか…」

誰もが思ったであろう。激戦の末、本学が18年ぶりに「三種

目総合優勝」を果たした。こう

して涙あり、喜びあり、感動あ

りの中、私たちの全日本学生

馬術三大大会は幕を閉じたの

であった。

監督　諸岡 慶この勝利の意義。

１年  細村勇哉  動物資源科学科 １年  辻脇志織  獣医学科 １年  佐々木 愛  動物資源科学科 １年  森田薫子

１年  折原冬弥  植物資源科学科 １年  千葉俊郎  動物資源科学科 １年  牧野寛汰  植物資源科学科 １年  山本裕貴  食品ビジネス学科

２年  串間宏充  獣医学科 ２年  柿澤小夜子  動物資源科学科 ２年  神林夏実  獣医学科 ２年  初田理奈  商学部・経営学科 

２年  南保隆人  ２年  木崎翔太  国際地域開発学科 ２年  庄司 開  食品ビジネス学科 ２年  堀口和希  植物資源科学科

３年  川崎長門  植物資源科学科 ３年  野村彬仁  獣医学科 ３年  小松愛子  食品経済学科 ２年  榎晃太朗  植物資源科学科

３年  高樽優也  動物資源科学科

生産工学部・
環境安全工学科

短期大学部・
生物資源学科

―全日本学生馬術三大大会―全日本学生馬術三大大会

18年振り
三種目総合優勝
までの道のり
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